
令和６年度「高知県よさこい海外普及支援事業」活動実績について

派遣日時 令和７年２月２０日(木)１８：００～２１：００

派遣場所 ＪＩＣＡ駒ケ根訓練所

指導者 中岡竜太郎

参加人数 ４０名

タイムスケジュール

１８：００～１９：００ 打合せ及び会場セッティング

１９：００～２０：３０ よさこい講座

２０：３０～２０：５０ 集合写真撮影・後片付け

２１：００ ＪＩＣＡ駒ヶ根出発



 

１．自己紹介 ５分 

自身とよさこいとの関りについて紹介しつつ自己紹介を行った。大学時代
に京都のよさこいチームに所属し、高知のよさこい祭りに参加していたこと
や仕事でニュージーランドへ赴任していた時に、よさこいチームや現地の高
校でよさこいを教えていたことを中心に自己紹介。 
また、これから海外へ旅立つ研修生に和服を持っていくことを提案。自身の
経験から和服を持っていくと現地の方とのコミュニケーションツールとして
重宝したことから、提案させていただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

画像：当日使用したスライドからの抜粋 

 

２．海外でのよさこいを通じた交流 １０分 

 高知で誕生したよさこい祭りが日本のみならず、海外でも広がっているこ
とを高知県提供の資料も示しながら紹介した。また自身がニュージーランド
で行っていたよさこいを通じた交流についても再度、より詳細に紹介した。
加えて、昨年９月に業務出張でタイに行った際に日本博というイベントのス
テージで「高知家」のフラフを持ち、日本語のよさこい節が流れるもと、ベ
トナムのチームがよさこい踊りを披露していたことに自分自身、世界によさ
こいが広まっていることを実感するとともに嬉しく感じたエピソードも披露
した。 

 

 

 

 

 

 

 

 画像：当日使用したスライドからの抜粋         

 

 

 

 



 

３．よさこいの歴史や基本の紹介１５分 

 よさこいの歴史や基本のルールについてクイズを交えて紹介した。よさこ
い祭りが戦後の復興を願って生まれ、日本舞踊を基本とした踊りが、その後
ジャズの要素が加わったり、生バンドが加わったりしながら自由なお祭りへ
と変遷した歴史を紹介した。またクイズを交えながら、よさこい祭りの基本
的なルールを伝えた。伝えたルールとしては・鳴子を持つこと・前進しなが
ら踊ること・１５０名以内のチームであること・地方車を用意すること・よ
さこい節を曲の中に入れること、などを伝えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像：当日使用したスライドからの抜粋        

４．正調よさこい鳴子踊り ６０分 
 鳴子の鳴らし方から始め、正調よさこい鳴子踊りの指導を行った。「正しく
踊ろうしなくてよい。正しく教えようとしなくてよい。大事なことはよさこ
いの文化や楽しさを伝えること」だということを強調して伝えた。 
半分に分けての見合いっこなどもしつつ、後半は円になって、進みながらの
踊りを練習した。 
 

 

 

 

 

 

 

  

画像：当日の様子 



 

５．最後に 
 ほぼ全員がよさこい初心者であったが、興味を持って話を聞いてくれ、ま
た積極的に踊りの練習にも取り組んでくれた。また、多くの方が笑顔で楽し
そうに踊っていたことが印象的だった。今回参加してくれた皆様がよさこい
の楽しさを知り、各赴任地で現地の方との交流ツールとして積極的に活用さ
れ、よさこいの輪が一層世界に広がっていくことを心より願っている。 
 
 


